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るとゆう革で,これを以て研究 と教育の直椅であるとい ってお ります ｡大学の委託研究か らいってきたものを'そこ

で祈BjとするとI即 事t,{教育を電けてい るのだ,とゆ うわけでありましょう･｡例えばある輝関は官五十の金蛇 と約束 して

お りまして,そ して大学の研究費の大部分はそのフアンデイシヨンの援助を持ているのであ ります011本ではこうゆ
う事がい かゝ惑いか,色 々制度上の問題もあ りますが,アメ1)カではそ うゆ う風な事になってお ります○

最後に雑談として附け加え庇いのであ りますが,私がボス ナンL,7,L行った時に'ニューヨーク ･タイムスに出た記事

があるのであ ります｡それはイギ ')スがアメ1)カL/{向って,幾 らかの相当大きな金高の奨学費をアメl)カに寄附した

とゆう記事が出ていました｡ アメ1)カは,今 イギ l)スを経済的は援助 してお り,アメ1)カの金はどんどん イギ ')スに

･行って,イギ .)スで使われてい るのに,貧乏歯のイギ l)スがアメ1)カL,{相当莫大な額の奨学金を迷ってい るC,その意

味は,戦時 .-いイギ 1)ス人が餓死 しないで何とか命をつなげたのはアメ1)カのお蔭である,.政府は別 として,国民とし

ては何とか御恩返 しをしなければな らない,従ってイギ リス国民の名L/7:おいて,御 恩返 しをするのだ とゆう事が出て

お 9.ましたO国際間には様 々の複雑な政櫓問題があ りましょうが,人間として,前(/{受けた色 々な援助に対してこれ

に代わる何等かの形において御恩返 しをするのだ, とゆ う意味の事であ りま した｡ こうゆうめが英米 とか,その他

フランス ･ドイツ等欧米の考え方 らしい｡桝が それが 日本人には極めて欺けてお り,持っておるもめか らは取った ら
●

よかろうといった考え-jJ･であ ります｡だか ら,こうゆ う研究には金が宴るか ら,といって直ぐL,{寄附をねだる,恩返

しの方の事は考えないで,-直ぐ寄附を求めるとゆう事がかな り行なわれる｡ ロックフェラーが凍ると直ぐにおねだ り

をする,世話l/7:なった時の事を考えて,後で何等かの形で御 恩返 しをする,とゆ う意味の事は極めて少い とゆう感 じ

がするのであります｡そ うゆう意味の御恩返 しとゆう事は殊更考えな くても宜 しいが,そ うゆう場合には必ず文化的

な問題を起す,とゆう事になる｡文化的な問題L,{非射 て重点を置 く｡だか ら御恩返 しをするLJ{は,奨学金17:寄附する

とゆう綴な考 えをイギ l)スが しているとゆう例を見た時に,私は非常にその感じを探 く致 したのであ りますOそ うゆ

う意味か ら申しましても,特にお面Lをするとか,御恩返 しをするとかゆう事を考えな くとも,兎に角研究所 とか入学

とかゆう,丈イとに携ってい るものは当然研究上の成果を考える｡ これが人海に対する非常に大きな奉仕!,{なるのであ

ります｡おねだ りをしな くてもひとりでに出奔てくるのであ ります｡ 日本の大学な り研究所な V)が,研究の成果を虞

く海外に知 らせる,とゆう事は今私が新開の記事か ら思い出した事か ら関連 しても,非常に重要な事だと考えます｡
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報恩 とゆ う;畠':味で以て,もう少し自信を以て'誇 りを以て,船遊せ られる萩に期待 して私の話を終 ります｡ 7こらん事

を申上げましたが,以上をもちまして私の御挨拶に代えたい と思います｡

混 合 戚 染 に よる峯 洞 治 療 法 の研 究

辻 周 介 (箪5部)

算 1章 :先ず本析究のirfi諭的根拠に就いて簡断 て述べるO節1に混合感染の意義に就いてであるC,-Lら凍 肺肝核の混

合感染は'悪いth-のみが余 りL/T一弘調されすぎて雑たのではないか とい う気がする｡た しかに醇虜病寵に甘合感染がお

ごると,発熱序痛等の烈 しい症状を起 して瓜=肴の-一般欺態に悪影響を輿える場合の多い ことは事実である｡例えば悪

性腹症の場合を取上げても,屡 々経験するところである｡併 し之は急性牝膿性炎症に揮 う一時的な現象であって,鮎

に椅核病魔に起ったか ら悪性であるとは言えないのである｡悪性膿癌のj:易合などでは,この麓 な混合 感染を起 して山

潰 した痩孔は,然 らざる場合に比 してス トレプ トマイシン療法eJ{敏感であり.桁療 日数が/斉しく兜縮することを,最近

慈大の片山数投が証明してい る｡即ち混合感染によって結核病魔の Reiniguugが促進せられたことが病気の実在過L/{真

影饗を輿えたと云 うLHJきであろう｡之 と同株な事実は,肺鯖核の場合にも見出ざれるのである｡例えば,初期の肺結核

ylbl洞は,厚ん､乾酪暦を内田に被 り,帯核蘭も甚だ r'laSSenhafti/{見出されるのであるが,之に混合感殊が起ると,肉

芽 ib-は著し(清浄′化され,肺核蘭も僅少となることが病規学的に認められている｡

この碇に混合感染 とい うものは,時には悪 く作用して病魔や空洞の拡人を凍す場合もあるが,父 兄-];I/:よっては空

洞の清浄化が促進せ られて,･治癒磯韓を促進 した と考え られる場合もあるのであるC,,競'_つて混合感染の種類によって

は'控洞の破壊拡大を来すことな く,内山の清浄′化のみを促進せ しめる枝な場合も吋能ではないか と考える｡

一方空洞の混合感染 とい うことは,全体に於て昔か ら言われている程頻繁 (,{起るものかどうかが又疑問である｡病
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和解剖学裾′てとう:･,垂洞内容物は殆ど100%侃合感染を認めるとされているが,生体でしらべてみると,む しろその少き

に驚 く位である｡例えばCoryllos皮,Orr)steinは 8例の空洞内容物申1例の汚染も認めず,Zorzoniu.Folaniniは30例

の申3例のみに,叉海老名教授は19例中僕に2例に涯合感染蘭を認めたI/T/I-ぎない と戦債 しているo この程に_生体に

於ては空洞内容物でさえ中々混合感染を起 し歎いのであるか ら,空洞朋囲組織l/LT-統合感染を起T.ことは中々容易では

なかろうと考えられるO 何か緯核菌と他の蘭との間に Antagonislllが存在するかの感を飽かせ られるC, この様に官見

合感染が起 りにくい ことが,空洞が中々清浄イセされない一つの理 FT沌 とゝも考えられる位であるo

以上の如 く,空洞の潰し合感染は自然には中々起 り難いものであり,万一起れば一時的には悪影響があるかも知れね

が,却って空洞の治癒が促進ざれる場合も考えられるとすると,人馬的に成71J'く悪影饗の少い蘭をfiq-.令感染せ しめた

なれば,†在寮法の一つとして用い得 られるのではないか と考えたのである｡その上近来 Autibioticsの坤念は,実際

Tf;療 Lに輝ル い効果をもたらした蔑多の抗菌物質を産み出しているのを見れば,結核菌E/て対 し抗菌的に作m L,しか

も人体:7:I-,iI=Jjの少い常を況合感染せしめることは必ず しも無謀の企てとは言えない と信ずるのである｡

以上が本祈死に着手した理論的根拠である｡

第 2妻 :次に今 日迄の研先島重過(/{就いて申述べる｡尭ず第一着手 として枯草菌強を取 り上げた.その珊 日日j:,(1押i

葦菌の申出 ま抗菌物質を直′とする菌株が展 /;発見されていること｡例えば Subtilin,Subtenoli11等｡(2J)人休に対する病

原性が無い と想像せ られること｡(3)ぺ-シ ')ン叉はス トレブ TL-インンt/{対 して感母性が高 く,万小人休に対 し病Li詫

性を現わした場イ吊ても容易に除去 し得 ることが拳げられる｡

先ず､光雄実験 として4っの実験を行ったO実験第一は,邪抜歯(7:対 し抗菌的に作用する枯草菌を選び出す ことを目

的としたものである｡ この場合骨核常と枯草菌 とを同一培地 Lllに共棲せ しめて,帯核常の東膏の有無を碗菰する必更

があるが,囲ったことに,締核筒 と二枯草菌の発育速度が著 しく異ろためこて,隼に1両種の常を同一士出払に接種 して孝芭育
状態をコロニーの有無L/{よって,肉眼的に別 々に親祭しようとする如き方法は全 く用い られJないのである｡ この点を

吟味するためtJ{種 々なる方法を鳥型菌を用いて検討してみたのであるが,新核筒の発育状態を明輝に観索することは

出奔 なかったのである｡ こ にゝ於て実験の当t,JJから国号姓に遭遇 したわけである｡

寸にして此国難は,LqHde(ブultureMethodを磨用することにより簡単に見限することが出庫､た｡ この)f法の二度点は

菌陽性の曙疾をスライ ドに塗 りつけて,キJL,ヒナ一拍地に培養 し,先ず幕接衝のみを24時間培養せ しめた綾に,枯草

菌を追加培養せ しめ,幕核常の培養6日rlにスライドを取出して揮徴鏡下に帯核常の発育の有無を検するL/つであるC,

即ち此方決では,両者の二培養 日数を自由に調節することがtff.凍る上に,同一培地rPに発育せしめながら,しか も別 々

に適確に観察 し柑･るのである｡

分離 した枯草菌 202枚の中,此方法によって,締核蘭の発育を完全に阻止し狩る常株34株を得た｡

実験111)2は,動物に対 し病原性無 く,両も Saprophytieに笥生 し得る~菌株の選択である｡実験動物としてはマウス

を用い,この腹腔内に24時間増一基の楠葦蘭を注入 し,20日後に酔殺してその血液及腹肺印の筒の有無を培養 により検

すると同時に腹際内諸儀 器の変北の有無を肉眼的に槍査 したのである｡Z幕1実験を通過 した菌株34枚に就てプ行い腹lyLAi

内か らは常を証明したが,血液中か らは証明せず,且つ肉眼的L/{は内隣に病変を認めなかったもの10枚を柑た｡

実験第 3は,--シl)ン感受性菌の選択である｡莫験算 2を通過した10棟の申,5株では18時間増菱で 0.05単位の

｢-｣によ り発育を完仝に阻｣とされるのを 見た｡

こ ゝに狩 られた 5枚の前に就 て,今度はモJL,モツ ーを試獣 として実験第 2即ち病原性の有無を再検討 し,それを確

認 した｡

以上の 3つの実験を通過 した菌株 5は,結核菌と共存すれば,その発 育を阻止し柑 るし,呈軌物に対 しては,病原性

無 く,しかも体内(/I/上布し得 るし,ベニン ー)ンに対 して甚だ弱い とい う性質を具備するわけである｡もし之が空洞内

でSaprophyticに繁殖してくれるなれば,斬期の効果を拳げろことが出東 ようか と考えたのであるこ辛い,希現者4孝.

が得 られたので臨床実験に移ったのである｡

臨床実験に用いた菌株は,11蓮 5株の沖か ら S17枚 と称する株を用いた｡敗二者は 4例で,すべて両側にfl'毛皮の病変

を有し,空洞はいずれも直轄 6cl-1以上のtT_人空洞である｡之等の患者に杵 草菌の普通袈天堵妾のものを 10mgを 1ccの

食監 水浮遊度 としてその0.5cc,又は 1ccを空洞内に注入 した｡

4例で 7回の注入を′行い,そのう陪_果は一括すると次の如 くなる｡先ず体温は 3例で上昇 し1-2日は38-390Cに達

するが,放置 してをいて7日Flには人体平温に復する｡ 1例は何の夜鷹もなかった｡一一･般状態は発熱と共に食思不振
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を爽すが'解熱後は旧に復する｡それ以外(/{は大 した英和感はなかった｡咳噺堵疾は大した変イセがないが,1例では

咳症が著明に減少したor結核菌は 1例に於て一時的に増加を凍 したが,其後棒･別のこともな<,その他の例に於ても

著明な変イtは見 られなかった｡堺疾中の枯革菌は,注入 4円目迄は評明地釆たが,爾後滑果 し一般(/{7円目には紅に
証明出来ない｡1例では9日H迄 Sporenが見出された｡

以上の臨界実験の結果は,一言L/{して言えば効果 としては何等見る可きものはない ということになる｡ この事は注㌔

入した朴 菅常が甚だ)<貴であるl/て拘らず7｢日間位で滑失 して丁ったことと考えノ合せて,林葦園は空洞内に於て繁殖 L

こ にゝ於て実験第4を追加 して之を確認せんとしたのである｡之は控洞内容物LTl.で発育堵姉 し稗る枚な菌株の選択

である｡実験方法は省略するが,実験節･1を通過 した菌株17棟に就いて2空洞内容物中での増殖の有無を槍 したところ

特に真好 な頚骨を示す萩な菌株は 1株も見当らなかったのである｡林草常が空洞内で相続 し得ない ことは,之で確実t

となったが,今後は臨床実験I,{入る前に此実験第4による吟妹を是非共やっておく可きであることを知ったo

以 上,昭和25年度∴杯を貸 して並河,大島両君の努力の下に布われた称 畔常の実験は,実際的な鷹用t,7:至る迄もな

く終ったのである｡但 しこの 1年の研究によって,実験方法殊に基礎実験方 法の確立を狩たことは,今後の研究の遮

行上映 して無益ではなかったと思 う｡

第3童 :上述の枯草菌を以てした研究紡果!/{鑑みて,今剛 まも少 し人休等_/r-1性の狙い常を対象 として実験をすすめ

た｡常人の｢】腔内郷蘭を/含日秋水か ら分離 したのであるが,現衣迄17:173株の常を分離 している｡

-この叩節1実験を通過した菌株 即ち帯核常と共存しそその発育を阻 IL_する作用のある菌株を10枚循たのであるo

この10枚の常t,{就いて実験第3即ちベニン1)ン感受性を検討 したところ,ニ精華常の場合に比較 して著しくペニシリ

ン感母性が高い常が多い碇である｡

ところが第 4実験即ち帯核性膿汁甲L/7:於いて発育し細るや否やの吟味であるが,lo株.卜で瑚姉を見たものが 1株あ

る〇

二最後に動物it/{対する病原性を検討する節2実験は門下椅進行 中であ り,相たしかなことは言えないが,今 日迄の雫

験綻泡l/{よれば動物LJて対し非常l/{毒力の張いと思われる菌株は無い碇である｡ 一

以上目下検討岬の 日原田雑菌10枚についての基礎実験の結果を事鳩･したのであるが,この 1枚に於て可成 り有嬰か

と思われるものを得ている.イElL之が実際に空洞内E/{於て繁殖 し狩るや否や疑問であ り,叉その病原性も明かでない

ので,具 して除斥実験に用い得るや否やは不明であるが,l･T成 り有盟 らしい 1株を得たことを判官 して講演を終る｡

肺結核の匿達療法,特に肺除術 と萱を洞切開術

長 石 忠 三 (第 4部)

緒 官

肺帯核の追:達療捌 ま周知の棟l/-'L肺虚股療法と興 り, 層患肺葉叉は勲 同L/{対 して直接的な手術的侵襲を加えるもので

あって,これには種 々の療法があるが,その圭なるものは肺切除術と摂洞切開術 とである｡涯達療法の多くは伽虚脱

癖は･(,{発立ち,17,8叩頒己頃か ら既に語学者によって試み られてはいるが,その大多数は惜 しい革に失敗に終 ってい

るO_a:れは当時では未だ上線検査法の発明やぺニシl)ン,ス トレフoトマイ-/,ン等の発見がなかった宏射て,適腔症の選

択が困難であり,叉手術創の混合感染や締核病魔か らする周囲組織 や全身詣儀 恭-の帯核感染の防止が閉#-;であった

か らである｡実施成績が余 り芳 しくなかった上に,やがで泉胸術を始めとする各種の舛春用勺肺虚股療法が案出せ られ

大 々相当な哀効果を示す枚L/{なったので,LtLT_達療法L/{対する関心は衣箪LJ{薄れ,その節農 として本法の研究は古くか

ら語手せ られた割合l/<その発達が遅れている｡

ところが,近年(/{なって肺虚脱療法の再検討が行われ,一見虚脱感 法の適膳症であるかの凍!/{見えなが ら,本法の

みを以てしては鰭癒を期待 し緯ぬ場合が少な くない事が明 らか とな り,その傍 ら,上線検餐法は勿論,帝核病学や胸


